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1. 本誌 は ､物 性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め ､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあ い､ また､石汗究 に関 連 した一情報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡掲

載 内容 は､研 究 論 文 ､研究 会 ･国際 会 議 な どの 報 告 ､ 講 義 ノー ト､

研 究 に開通 した諸 問題 につ い ての意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どです｡

2. 本害悪に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審 査 を行 な い ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い て は ､改言丁を求 め ､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑三誌 のペ ー ジ数 を節糸勺す るため

に極 力筒音繁に お書 き下 さい.

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立 体 "[ "､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック "､〈."､ ギ リシ ャ文字 "ギ"､

花 文 字 ､大 文 字 ､′ト文字 等 を赤 です旨走 して下 さい｡ 又梓 に区 別 しに

くい O とaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ

ル)､ uとV､ 千(ダガー)と+ (プ ラス)､中と卓とWJと¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 に わた って大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さま らない可能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず一改行 の際

の切 れ 目 を赤 て古手旨走 して下 さい0

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で手旨定 して下 さい｡ 図 の轟宿尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf) 以 内 に人 らを い もの ､ その まま印

刷 で きな い図 は原則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て いた だ きます｡

国 中 の 文 字 は 晴 字 に いた しませ ん｡ 図 の説 明 は 別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい ｡

7. 投 稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の 方 は授 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お 申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､ 別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい ｡ (郵 便 切 手 に よ る受 付 は いた し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行 誌 に掲 載 され ます｡
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プレプリント案内

〔京都大学基礎物理学研究所〕
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DynamicSpinFluctuationsandtheBagMechanism of
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2-5 QianNiuandFrancoNorl
Theory of Superconducting Wire Networks and
Josephson JunctionArraysinMagneticFields

2-6 E. Dagotto, J.良. Schrleffer, A. Moreo and
T.Barnes
GroundStateProperties ofaHole ln theHubbard
Mode1

2-7 GabrielKotllarandSandroSorella
Higher Order Corrections to the Meta1-
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工nteractlonsandSpinOrbitScattering

2-8 A･Fasollno.andM･Altarelll
Magnetlc Hole Levels ln SemiconductorSuper-
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2-9 D.AmatiandC.Klim;ik
StrlngslnaShockWaveBackground_andGeneration

ofCurvedGeometryfromFlatSpaceStringThory
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プレプリント案内

2-10∫.L.Egldo andL.M.Rob1-edo

Microscoplc Study of the Octupole Degree of
Freedom ln theRadium andThorlum 工sotopes with
Gogny Forces

2-llB.Lukics
OnceMoreaboutEconomicEntropy
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Quantum Fluctuations
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E.Krるn,∫.Kov'a岩,L.NovakandP.Kollar
MetalllcGlassesCast lnMagneticField

2114 Z.Gingland∫.Kollar
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2-15D.HuberandG.Zental
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theDensity of States ln Highly Doped N-Type
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2-16L.Potockを,p.Kollar,丘. Kisdi-Kosza,Z.Juranek
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SurfaceCoerciveForceof SomeMetallle Glasses

2-17 工.D'Antone,C.Battlsta,C.Blolse,A.Glannasca,
A.F. Grlllo, E. Lamanna, G. Mancarella,
G.Mandrloli, A.Marini, P.Matteuzzi,
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Microvax's Running the Dec Vaxeln Operating
System

2-18E.Etlm
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Planck Equations
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ニュース

〔九州大学理学部〕

｡大学院特別講義 -

1月 11日一13日 八田一郎 (名大 ･工 )

｢熱測定と物性｣

1月 12日-14日 田中正之 (東北大 ･理 )

｢雲 と放射｣

1月 30日-2月 2日 石川健三 (北大 ･理 )

｢量子ホール効果の場の理論的基礎づけ｣

1月31日-2月2日 伊東敬祐 (神戸大 ･理 )

○談 話 会

1月 12日 八田一郎 (名大 ･工 )

｢リン脂質膜の構造 と物性｣

1月 12日 田中正之 (東北大 ･理 )

｢臨界現象 としての地震｣

2月 1日 石川健三 (北大 ･理 )

｢量子ホール効果の厳密性について｣､

2月 2日 伊東敬祐 (神戸大 ･理 )

｢臨界現象 としての地震｣

〔東京大学教養学部〕

0人のうごき

小西哲郎 (D3)一 名大助手

伊庭幸人 (D4)一 統数研

oセ ミナー

1月 30日 山本隆夫 (群大 ･工 )

｢PolymerMelting｣

2月 10日 十倉好紀 (東大 ･理 )

｢電子をキャリアとする酸化物超伝導体｣
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2月 15日 藤森 淳 (東大 ･理 )

｢強相関系の光電子分光｣

o講 演 会

1月 30日 中嶋貞雄 (東海大 ･理 )

｢超伝導理論の発展｣

〔北海道大学理学部〕

○講 演 会

1月 30日 保志賢介 (重工大 ･物理 )

｢Hfト ∬ TaxFe2の磁性に対する圧力の影響｣

-570-
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1989年度 ｢物性研究｣会費納入について

編集部より

1989年度 は Vo･1.52No.1-6(1989年 4月-9月 )及び Vol.53No.1-6(1989年10月

-1990年 3月 )となります｡

一般個人は前納制 となってお りますので, 1年分9 8,400(1volumeは94,200)をお支払

い下さい｡御送金は本号にとじこみの郵便振替用紙 を御利用下 さい｡

発送の準備 もございますので,御送金はできるだけはやめにお願いいたします｡

なお,中止は巻の切れめでないとできませんので, 1988年度のVol.51No.6(1989年 3

月号 )で中止を御希望の方は至急御連絡下さい｡(御本人からの退会連絡がない場合は,ひき
,LTLl～

つづき発送されてしまいますので御注意下さい｡)

滞納金のある方は,はやめに御清算下さいますようお願い申しあげます｡

〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学湯川記念館内

物 性 研 究 刊 行 会

電話 (075)言522:;冒…三

-571-



編 集 後 記

このところ､当誌 ｢物性研究｣について良い風評を耳にする｡ 講義録や研究

会報告が受けているらしい｡ 講義録 と云えば､古い話であるが､A.M.Portis

博士の大阪大学 における英文講義録 ｢磁性体における核磁気共鳴｣ (物性論研究

2集11巻 1号､1962)が､当時の研究者の間では座右の書 としてバイブル的に貴

重な存在 だった｡ 数年後に研究室入 りした我々学生には手に入 らず､ コピー機

が普及 していなか った当時のことだから､古書店で偶然に見つけた時には､ うれ

しかった事を覚えている｡ ひょっとすると､今で も､そんなに役立 っている講

義録や研究会報告があるのではと秘かに願 っている｡

ごく限定 された関係者の間で埋 もれている貴重な体験や情報が､本誌を通 し

て活字 になって多 くの人々に役立っのは素晴 らしいことだと思われます｡ 読者

諸兄姉方 の､より積極的な活用を期待 しています｡

(Y.A.)

物 性 研 究 第 51巷第5号 (平成元年 2月号 ) 1989年2月20日発行

発行人 小 貫 明 〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学湯 川 記念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側
TEL(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京都 大学湯 川 記 念 館 内
年額 15,600円
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とっ て い ます ｡ した が って､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分 会 費 を御 支 払 い下 さい｡

を お新 規 入 会 お申込 み の場 合 は 下 記 の 会 費 以 外 に入 会 金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間 の 会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号 ) 4,200円

2nd volume (10月号 - 3月号 ) 4,200円

計 8,400円

(1年 分 ま とめ て お支 払 い が困 難 の 向 きは 1volume 分 ずつ で も

結 構 で す )

2. 支 払 い の際 の注 意 :怒 るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の 上 御納 入下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書 留 は御 遠 慮 下 さい)

な お通 信 欄 に送 金 内容 を必 ず 明 記 して下 さい ｡

雑 誌 購 読 者 以 外 の代理 人 が購 読 料 を送 金 され る場 合 ､ 必 ず会 貞 本

人 の 名 前 を明 記 して下 さい｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の V｡lumeよ り送 本 中 止 を希望 され る場 合 ､

か な らず-｢退 会 届 ｣ を送 付 して下 さい ｡

4. 会 費 の 支払遅 滞 の場 合 :当会･の原 則 と して は ､正 当 な理 由 な く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 され た場 合 に は ､ 送 本 を停 止 す る こ と に な

っ て い ます の で御 留 意下 さい ｡

5. - 括 送 本 を.受 け る場 合 :個 人 宛 送 本 中 に大 学 等 で一括 配 布 を受 け

る様 に な った場 合 は､ 必 ず ｢個 人 宛 送 本 中 止 ､ 一 括 配 布 希 望｣ の 過

知 を して下 さい｡ 逆 の場 合 も同 様 で す ｡

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の 変 更 等･に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は ､必 ず 送 本 先変 更 届 を提 出 して下 さい｡

学 校 ､研 究 所 等 機 関 会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究 所 等 で の入 会 及 び個 人 で あ っ て も公 費 払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､ 代金 は ､ 1冊 1,300円 ､ 1Vol.7,800円 ､

年 間 15,600円 で す ｡ この場 合 ､入 会 金 は不 用 で す ｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の 支 払 い は後 払 いで も結構 で す｡ 入会･申 込 み を され る時 ､支 払

い に 請 求 ､ 見積 ､納 品 書 が各何 通 必要 か をお知 らせ 下 さい｡

な お､ 当会 の請 求 書類 で は支 払 い が で きな い様 で した ら､貴 校 ､

貴 研 究 機 関 の請 求 書類 を送付 して下 さい ｡

2. 送 本 中 止 の場 合 :発 行途 上 に あ る volumeの途 中 送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には ､ 1ケ 月前 ぐ らい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会届 ｣ を送イ寸して下 さい｡

雑 誌 未 着 の 場 合 .'発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に 当会 まで ご連 絡 下 さい O

物 性 研 究 刊 行 会

〒606京 都 市 左 京 区北 白川追 分 町 京 都 大 学 湯 川 記念館 内

℡ (075)751-2111内 線 7051 (075)722-3540(直 通 )
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